




On the Treatment of Rayons with Synthetic Resins by an Improved Method. (V) 
Narao SAITO， Yasukane TAGA 
The present paper deals with the resin treatment of a blended fabric with acetate 
and viscose rayon， especially in the light of an improved method of “Pre-hea ting & 
Quenching". 
The authors tried to investigate the mode of distribution of applied resins on the 
component fibers， and to elucidate how it affected on each， contributing to the altimate 
properties of the fabric which was obtained as an algebraic sum of the effects or as a 
creation of a new effect. 
After preliminary establishing a standard process of resin treatment， including 
“Pre-heating & Quenching"， with 50/50 viscose and acetate blend samples were prepared. 
And those items， the crease recovery angle， the strength & elongation， the knot strength 
and elongation， resin contents and their distribution on each component fiber were studied. 
AIthough the present stage is but a preliminary some interesting facts， how the 
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階に於ける一つの大きい特徴である。即ち Carothers<D Nylon <D発明に端を発し，それり工業
化D成功によって愈々本格的とたった Al1-over<D man made-fibersは異常危将来性が約束され



















1. 吸湿性 2. 対摩擦，耐車粍性，耐久性 3. 防敏性 4. 熱的諸性質〈対熱性，
対アイロン性，熱伝導性，保温性) 5. 防縮性 6. 感触(嵩，硬軟，其D他) 7. 重























試料としては Acetate50 % Viscose 50 %。混紡フランス綾織布(精棟済，昭染工業より








ミキサーを 10"'130Cで 40Vo1t， 750r. p. mで回転せしめ樹脂を少量づ〉注意深く徐々に添加
し，金量を添加後更に5分間捜枠を続け完全に溶解せしめた後暫時放置し泡沫を少くしてから使用
前に D.A. Pを液量の 0，5%を添加し均一な液として浸漬用に供した。
3. 特殊予備加熱漫漬方法
前報〈福井大学研究報告第E巻第2号 p.97)の方法に準じて行った。即ち島津製均熱乾燥器
中の一定の場所に厚さ約 '10m/mの Fe1tを 2枚重ね，上記の如〈湿度調整を行った試料を挟ん
で1をき，一定時間〈分〉後([)Felt内部θ試料布の温度を Thermocoupleで確認した口乾燥器中
の空気温と Felt内部D温度とは常に多少。差があったので布の温度をもって実験温度とした。本











先守、試料を MitsuiDirect Blue 2 BN 1 % soluで浴比 1:40で染分けて者く。樹脂加工後




Cureの温度・時間D好適条件をー応推定するため， 1200 及 130白C fD両温度に於いて各々3，
5， 10分間，先行条件を一定にして， Cureを行い比較した。第 1，. 4図は結果を図示したもりで
あるロ認に先行条件としτは樹脂液は尿素ホルマリン 1 2 mol，触媒はD.A.P.0.5%量(液
量の〉を用い室温 180Cで浸漬は普通浸漬で 10分間行い， 2回絞り風乾した。
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図をみると Cure時調。短いものはとの実験条件ではまだ駄目。様である。樹脂量等よ P判断
するとやはり10牙はか〉りそうである口叉単来及単繊維D強力及結節強力に於いて130aCx 10min 
cure (Dもりが 120aC x 10min (Dものよりも高い値を示している(第1-4図及第1表参照)。そ




V伸〈zz単fタ申のo度se1.語油ト{結@E田申%D節t度〉ut1 e |処 理
未Cu加re工 456 26. 7 377 24.6 19.1 11.2 
120口Cx3分 507 19.4 347 18.7 14.2 10 1.5 
1200Cx 5分 523 19.6 375 19 ・2 13.5 10.8 
1200Cx 10分 482 19.6 344 18.2 13.0 10.0 
1300C x 3分 510 19.0 3560 5 19.4 13.5 8.9 130aC x 5分 493 18.5 18.2 14.2 10 1.1 
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印 • C凶reat 1300C 





















120aC及 1300 の間温度に於いて夫々1.0， 1. 5，及 2.0分の Pre-heatの後浸漬10分，其他は




i単一問度器(%) 1 500経g1|2kg経J|50緯g1|2kg緯割問君!穣|ぜスλく強gヨ〕ー力叶1|rス(Ja伸出コ度ヲーげ1トをE強gチ〉ーガ1 l
I 63.0 55.5 58.0 50.5!: 440 3.70 18.4 
1. 10: 2.051 3. 151 65. 1 70.0 62.5 67.5 60.01 498 21.0' 310 1 22. 3.22 13.2 2.51 111.5 
1・∞:2.3.6日 70.0 60.0 68.0 62.01 495 20.3! 344 I 21.0 3.28 14.5 2.38 i 10.7 
120 x 1.5分 1.日0:2.20! 3.20: 68.8 67.0 68.5 61. 01 480 18.6， 370 1 20.9 13.39 14.0 2.30 1 10.6 
120x2分1.21 i 1.57i 2.781 56.5 70.5 59.5 62.0 5.01 480 19.71 374 1 18.5 2.96 13.3 
130 x 1分 0.9712.051 3.021 67.9 74.0 67.0 69.0 21. 21 380 1 2. 3 3. 15 13.8 2.33 i 10.8 
70.0 58.5 69.5 65.0!1 508 19.5! 362 1 19.4 3.08 12.4 1.89 1 8.8 





触媒量を定めるため前記の尿素ホルマリン樹脂原液に対して 0.1，0.5，及び 0.8%量の D.
A. P.を夫々添加したものを使用し次のー列。条件の処理を経て結果を比較した口 RIJちPre-heat，
1300C x 1 min. Dip，室温 (10-150C)で 10分;風乾後 Cure，1300C x 10 min ; 500C ([) 
温湯で 20分間処理;水洗;風乾;湿度調節;試料.
第3表はその結果である口 0.1%のもDは一般的にみて不足の様である口 0.89活用いたもD







未1Jnエ布 一t;2|l  -1|l -;3j!i -l1|ω4i m.01 53.6 
451 125.5 328 羽 2.30 10.4 Q.1 % 10.91 1. 0711. 9， 53.81 60.6160  i 6952. 488 I 22.0 374 24. 15.8 2.64 8.9 0.5芦1.5913.3014.89167.51164.3163.2163.854. 462 I 24.6 368+ 20.6 12.1 2.44+ 10.6 0.8ガ1.621 3.701 5.321 69.51 72.21 56.51 68.1 46. 492 I 26.1 360 21. 8.8 -1.77- 6.3-
( 4) ONika Resin"とその濃度による影響
以上C諾実験では尿素ホJレマりン系を用いたので、あるが， Acetateには寧ろメラミン・ホJレマ
りン系の方がよくつくと言われているりで，此種の樹脂とし-c"Nika Resin 5"を用いる事とし先
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図より明か主主主日〈此θ樹脂は先D尿素ホルマリン系に上ヒし著しい特徴を示している。企樹脂量








(5) '/Nika Resin'lの濃度と Pre-heatの条件
以上，適用樹脂濃度によって結果が相当具る事をみた。そ乙で濃度と Pre-heat条件との関係
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第 1 2 図
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Pre -hea t 130白C x 1min.。処に Optimumがある様である。従って，逆に，先D実験 (4)に
於で濃度。影響を Pre-heat1300C x 1 min.の点むものを比較した事も無意味で、はなかった事





以上各種。予備実験によって選定した処に基き Pre-heatを1300C x 1 min. とし，又触蝶
量を 0.5%とし， Cureは 1300C x 10 min. として尿素ホルマリン系及びメラミン・ホルマり
ン系θ樹脂を用い，後者C種々の濃度 (5，8， 10. 15 %)に於て，又前者。場合は比較のため Pre-























はAlニ 5，A2= 8， 
As= 10， A4 =15 % 
である。 A5= Water 
Blank(樹脂濃度は0)，
¥ 2.0 
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a b c d 
B副le閲nd酎的1力m工布の普 1 実測，未分解 Blend
通法による樹脂量 1 布D樹脂量くN法〉




e f h 
悲に樹脂畳を N%で考察するに当って予め考えて告かねばならない事は此種 Aminoplasts




び(j )楠参照〉。普通法D測定値を 100とするとメラミン系で、は平均 48.99(全樹脂量でむ比〉
及び 44.89'(固定樹脂量での比〉とたり，尿素系(U : F = 1 : 2 mol， P. V. A. メラミン各
2%を含む〉では平均夫々 42.35及び、 32.73に当っているロ此D値は我々としては現実に得た実
験値で、あって如何たる化学的組成と関係があるかは今後の検討に侯たねばたらたい。併し文献中
Dixon CJ. Chem. Soc.. 13. 238 (1918)J ([)所説から推定すると，酸性触媒で U:F = 1: 2 mol 







次に今一つ分析結果から察知出来る事がある。即ち Blendの加工糸を分解して N を測定し
たものと分解しないで測定したもDとについて比較してみる訳である。今成分り繊維の総 N量か







叉草に重要な事は尿素系の結果をみると..11 も h も共に甚しく小であり二つり試料について
Rayonの樹脂加工法に関する研究 75 
量法及 KjeldahlN 法による実測値並びに比較検討のための算出値
1 1 k m n 
Blend単燕白金窒
B固樹D1定N1e日E樹と量d脂単と相来固り定比当の 分T計.解算NN後全〉窒白と素よf(AV り
B. T. N と 〈CAV..F.NN〉と B.F.N)と
c. T. N と| F. と (C. F. N) 
棄と全樹脂とり比 の蓋 か計ら算による との差
(BT%TR)x1叩0∞吋0 くC.T. N) ム1 (c. F. N) ム2
(く%〉 X100 (%x刈(判並)( (cγ(k:せ|円単)!(伸一仁田))
48.55 1.75 0.09 1.275 0.075 
47.35 41. 3 2.08 0.17 1.49 0.10 
52.05 2.80 
48.0 43.6 3.16 
43.55 1. 56 om10初 日似



























76 福井大学工学部研究報告第 3巻第 2号
に如何に貢献しているかを明かにせんとして本研究を始めた。又従来行って来た「特浸法」とり関
係をも明かにする事を目的とした。始めに予備的に考察し更に予備的に条件を捜定し，尿素ホルマ
pン系とメラミ yホルマリン系とに就いて 50/50Viscose.Acetate Blendに就いて樹脂加工を施
し雛回復角，強力，仲度，結節強力及結節伸度等を測定して考察を進めた。本研究はほんD最初の
ものであるが既に幾多重要た事実を見出した。
1. 一応好適な条件として Preheat，1300C x 1min，触媒量 0.5%，Cure 1300C x 10 min 
を撰定した。
2. 尿素ホJレマりン系は Acetateには固定しない。大部分はそれに乗るだけである。濃度と
共に上付きし敏回復角及結節には負に貢献する。然るに此D際Viscoseには良〈浸透して濃度と共
に敏回復角には正に貢献するo従って両者([)Balanceによって防敏D最高を示す最適濃度が決ま
る。
3. 此の意味に於てはメラミン系は Acetateにも多少正に貢献する。併しメラミンは余り高
濃度では防敏に対して負にたる処がある。従って此θ場合埴当た濃度の所で両者が協力的に働く最
適点がある D
4. 両者。場合 Blend([)比率にょうτ支配されることも場合によって予想される。
